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<小・小交流、クラブ体験・見学会> 

１０月２１日(金) 古江台中学校 １５：1０～１６：００  

小学校の観劇鑑賞日と重なり、地震も発生したため、授業見学の時間は確保できませんでした。 

15:10～15:30 小小交流 

 昨年度から始めた取り組みです。予定より遅れて始まった「じゃんけん列車」や「スーパーだるまさん

がころんだ」でしたが、みんな楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

15:30～16:00 クラブ体験・見学会 

はじめに、生徒会執行部が作成した「古中生の１日」のスライドを見ながら、中学校の生活について

の紹介がありました。その後、各クラブの部長が児童を迎え、クラブの部員のサポートのもと、小学校に

はないクラブを体験しました。ボールやゴールの大きさの違いを感じたり、珍しい楽器の音色を楽しんだ

りしていました。時間は短かったものの、有意義な取り組みとなりました。中学生もこれから古中に入っ

てくる後輩と直に接することができ、いっそう意欲がわいたようでした。 
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<古中ブロック公開研究授業①> １１月１５日（火）６限 （14:3５～15:２5） 

古江台中学校 １年２組 技術家庭科 「じょうぶにする方法を知ろう」 

授業者 梶本 剛史 教諭 

「じょうぶにする方法を知ろう」という内容で、生徒に興味・関心を持たせるテンポの良い授業を意識

して、研究授業を行いました。今回は「言語力の育成」のテーマに合わせてグループワークを行いました。    

学校の中にある「教室の教卓」や「校舎の壁」、「体育館の天井」などを題材に質問し、生徒からたくさ

んの意見が出て活発な話し合いができました。三角形構造の技術は様々な部分に利用されています。この

授業で学んだ知識を生かして、生徒が今後さらに興味を持って過ごしてくれたらうれしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

<古中ブロック公開研究授業②> １１月１５日（火）６限 （14:3５～15:２5） 

古江台中学校 ３年３組 社会科 「模擬選挙を体験しよう」 

授業者 阿部 千春 教諭 

公職選挙法が改正され,平成 28 年 6 月 19 日より選挙権を得る年齢が 18 歳へと引き下げられまし

た。「選挙に行く生徒を育てる」ということは、よりよい主権者の育成という観点からみても当然のこと

です。しかし、現状は、投票率の低下が日本の選挙の課題となっており、とりわけ若年層の投票率はき

わめて低いです。３年後には選挙権を得ることになる中学３年生に、選挙というものは、政治に対して

意思を表明する大事な方法であることに気づかせることを目的として、模擬選挙を行いました。 

 はじめに、グループ学習で立候補者の立場から具体的な政策を考えさせま 

した。次に、各グループの代表者が立候補者として演説を行い、他の生徒は 

有権者として食い入るように演説を聴いていました。最後に、現在の日本の 

年齢別人口構成と年代別の投票率のグラフを読みとって意見交流する予定で 

したが、時間がほとんど取れなかったのが残念でした。 

しかし、全体を通して、すべての生徒が話し合 

いに加わり、意欲的に活動できていました。 

 

<研究協議> 
【技術家庭科】 

●良かった点 

・生徒が熱心に考え意見を出し、活発な話し合いができていました。 

・テンポが良く、生徒が興味・関心を持つ授業になっていました。 

・プロジェクターで写真を見せたり、模型を使って実験をしたりして 

 視覚的理解がしやすい工夫がされていて良かったです。 

●課題 

 ・質問を考える時間が短く、十分に自分の意見を言えない生徒がいました。 

 ・各グループから出た意見を生徒が発表する形式のほうが良かったです。 

●改善策 

 ・１時間の授業の中での質問の数を減らし、はじめにグループで話し合いをする時のルール、発表をす 

る時のルールを決めておくことが必要ではないでしょうか。 

 

【社会科】 

●良かった点 

 ・社会科は講義形式になりがちですが、生徒が主体となり、興味・関心をもてる内容でした。 

 ・アメリカ合衆国で大統領選挙がおこなわれたばかりであり、授業のタイミングがすごく良かったです。 

 ・支援学級在籍の生徒にも、活躍の場が大いに設けられていました。 

 ・生徒も先生も、楽しそうにしていました。 

●課題 

 ・難しい内容ということもあり、はじめの説明が長くなり、まとめの時間 

がなくなってしまっていました。 

 ・１時間の中で行うには、内容が詰め込みすぎではないでしょうか。 

●改善策 

 ・事前に政策を考えるところまで済ませておき、今回は演説から始めてみてはどうでしょうか。 

 ・はじめからグループ活動をさせず、個人で考える時間を作ってみてはどうでしょうか。 

●質問 

 ・演説を聴くときに年代別に生徒を振り分けた意図は？ 

    →若年層の人口の少なさと投票率があまりにも低すぎることに気づかせたかったためです。 

 ・公約を統一しなかった意図は？ 

    →統一して比べながら聞かせるという方法もたしかに考えてはいましたが、今回は幅広い視野で 

考えさせたかったので、あえて統一しませんでした。 

【まとめ】 

・教科に応じた言語力の育成を、今後も深めていきたいです。 

・目標を具体化し、児童・生徒の思考を深める手立てを考えたいです。 


